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　　　　活性酸素産生系物質の変異原性検出に

おける WP2 系 oryR 変異導入株の有用性につ い て

C小田大 上垣外智之 荒木明宏 松島泰次郎

（日本バ イオア ッ セイ研究センタ
ー、変異原性試

験部、微生物試験室）

　【目的】M ．Blamco らの開発 した WP2 系 o ）ryR

変異株は 活性酸素産生系物質である menadione

の変異原性を検出で きる。そ こ で O 」cyR 変異導入

株と非導入株の 活性酸素産生系 物質 へ の 感受性

を比較した。

　【方法】　WP2 　／pKM 　l　O1 ，　WP2 　uvrA ／riKMIO1 ，
IC202 ： WP20ryR ／FiKMIOl ，

IC203 ；WP2 　uvrA

oryR ／PIMIO1 菌株を用 い、活性酸素産生系 物

質 18 物質へ の 変異原性をプ レインキュ ベ ー
シ ョ

ズ去37℃、20 分 で調 べ た 。 得られ た変異原性 の

強さを比活性 （revertants ／mg ）で 比較した。

【結果】変異原性を示 した 12物質の、cumene

hydroperoxide （CHP ），　t−butyl

hydroperoxide ｛BHP ），　hydrogen

peroxide （H20z ｝，　foroma ユdehyde 〔FA ），

phenylhydrazine 〔P 日Z ），　phenaZine
metosulfate （PMS ｝，

　 phenazine
etosuifate （PES ）trnenadion ∈ （MD ），

P 工um 上）agin （PB ），　adriamgy ¢ in （AM ），

hydro （PUinone（HQ ）r　streptonigrein （STN ）

の うち、cew ，　 BHP
， 日、Q 、 ，

　 PHZ ，
　 MD ，　 PB の変

異原性は WP2 ／PKM 　l　e1
，
　 WP2 　uvzrA 　／pK 躡101 よ

りも エC202
，

エC203 にお いて強く検出で き、　MD ，

PB の変異原性は エC202 ， エC203 で の み検出でき

た。FA ，　 HQ ，の変異原性は WP2 ／PKM ユOl　r

WP2 ロπ ハ ／PtMIOI と IC202
，

エC203 で強さに

差はなか っ た。P凹Sf　 PES ，
　 A跖 、

　 SIN の変異原性

は IC202
，
　 IC203 よりもWP2 ／PKt・llO1 ，

WP2 　uvrA ／FKMIOI に おい て強く検出された。
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　 大腸eSWP2uvrA由来株を用 い る突然変異ス ペ

ク トル の 簡易解析 法の 開発 （2） ： pKM101 の 導

入菌株作製と フ リ
ー

ラ ジ カ ル生成変異原の解析

○太 田 敏 博 1，橋 本 麻 由 美 1，山 形 秀 夫 1，

赤沼 三 恵2

（1東薬大 ・生命科学，2残留農薬研）

【目的】変異原性試験で 広 く用 い られ て い る大腸

菌WP2uvrA 株で突然変異誘発ス ペ ク トルを解析す

る 目的で 、この 菌株か らWP3101 〜WP3106の 6菌

株の セ ッ トを作製 した （1）。各 々 の菌株の もつ F咽

子上 の JecZfi伝子 に生 じる特定の 型の 復帰突然 変

異を指標に して 6種 類 の 塩基対置 換変異が個別 に

測定で きる 。 今回、変異原に対する感受性を高あ

るため 、 プ ラス ミ ドpKMIOI を導入 した菌株セ ッ

トを作製 し 、
DNA 鎖切断作用 が知られ て い る種 々

の フ リ
ー

ラ ジ カ ル 生成変異原に つ い て解析 した 。

【材料 と方法】 WP3101 〜WP3106 ＠ 招 ，　 trpE
，

lacZ）にTA100 株 よ りpKM101 を移 しWP3101P 〜

WP31   6Pの 6菌株 を作製 した 。 フ リ
ー

ラジ カ ル 生

成物質 と し て hydroxyfuranone類、　 peroxide類 、

phenazine類 、
　hy〔trazine類、お よびdiaz）化 合物な ど

を用い 、プ レイン キ ュ ベ ーシ ョ ン法で処理 した 。

最少ラク トース 寒天 プレー トにまき、2日間培 養

後に Lac＋

復帰変異 コ ロ ニ
ー

を計数 した 。

【結 果】 ま ず親株に 相 当す るVVP2uv 〃A／pKMIOI

株を用 い たTIゴ復 帰 変異試験 を行 い 、 変異 原性 が

認め られた化合物に つ い て Lac ＋

復 帰変異を指標 と

して誘発変異の 特異性を解析 した 。 そ の結果 、 主

に G ：C →T ：A トラ ン ス バ ージ ョ ン の みを誘発す る

タイ プの もの と、G ；C → T ：A 変異の 他 に もG ；C →

A ：T
，
A ：T → T ：へ A ；T→C ：G ，A ：T → G ：C変異な ど多

種類の変異を誘発する タイプ に分けられた 。 今回

作製 した 菌株で 、
ハ イ ドロ キ シ ル ラ ジカル 等を生

成す る変異原に よる誘発突然変異 ス ペ ク トルを簡

単に調 べ る こ とができた 。

（1）Ohta　et　al．，　Mutation　Res．，413，219・225，1998
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